


 

 川崎病の原因々子を患児の皮膚の発疹について探る試みを始めた。材料はす

べて日赤医療センター小児科の協力によった。 

 組織用,電顕用ともに採取直後にそれぞれ中性ホルマリンとカコジル酸緩衝

液稀釈冷グルタルアルデハイドで固定した。組織学的に見られる病変の主変は

表皮直下にあり,乳頭部における水腫と毛細血管および細血管の反応が目立ち,

管壁の細胞繁殖と滲出細胞を含む血管周囲の細胞と結合織の変性が著しい。電

顕写真上でもこれらの所見は明らかで,そのほか真皮浅層ときに表皮深層にあ

る変性した細胞の核内に径 15～25nm のフィラメント構造が充満しているのが

観察された。これまで検策した 6例中の 4例に同じ構造が見つかっており,まし

ん患者材料等の核内に見られた,パラミクソウイルスのヌクレオカプシドにそ

の大きさと構造がかなり近い。しかし川崎病の病原因子との関係を論ずる前に,

核の変性産物の除外をはじめ,種々の対照材料や類似病巣の十分な検策が必要

である。 


